道の 左側に 絵葉書 店が あって、 店頭に あらゆる 葉書 

を 飾って ゐ るの を ながめて 居た ところが、 先 ほどの こ 

とが 気に かかり 出して、 ゐても 立っても 居られな くな 

つた。 されば と 謂って その 憤怒 をば どうい ふ 行為と し 

て 追 ひやら うか、 その 方便が 分からない。 僕 は 差 向き、 

Dienstmann を 呼んで 書物の 包 をば 宿に 届けさせた。 

そして 茫然と してし ばらく 街頭 を ながめて ゐた。 

Dienstmann とい ふの は、 嘗て 森鷗 外が 豊前小 倉に 「伝 

便」 が 居る といって はじめて 文章に 書いた あれで ある。 

茫然と して ゐる 僕に、 ヴィ • ザ . ヴィを 歩く 一 人の 

清 痩な 娘が 目についた。 娘 は 僕 を 一瞥 微笑して、 それ 



から 見向 もせずに 歩いて 行った。 その 娘の こと を 留学 

生 ども は、 「喪章」 と 呼んで ゐ たの は、 その 時分 静かな 

佳い 顔 をした その 娘が、 帽に 黒の 紗を 垂らしながら 珈 

琲 店の 隅に ゐて、 日本人の 留学生と もつつ ましい 話 を 

取 交 はした とい ふこと から 名 づけた 名で ある。 

燠 太 利が 戦に 敗れて、 ひどく 困って ゐ たころ である _ 

清 痩な 「喪章」 を 見る と、 脱帽の ことで 起った 僕の 憤 

怒の 心が いっか 静まった。 「喪章」 は、 その 頃 はも はや 

黒い 紗を帽 から はづ して 晴々 とした 顔 をして ゐた。 
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